



































































































































（7） 日本公認会計士協会会計制度委員会報告第 14 号「金融商品会計に関する実務指針」（以下、実務指針）
を指す。



























（10） 日本公認会計士協会業種別委員会報告第 44 号「銀行等金融機関における金融商品の時価等の開示に関
する監査上の留意事項（中間報告）」Q3-1 において、その旨が記載されている。






































象は 2015 年 3 月期時点で上場している日本の銀行業のうち、開示を開始した 2009 年度か













（15） 今回サンプルとした 79 行の 2014 年度の貸出金残高の分布では、最大値 109,363、最小値 353、平均値




































2009  79 98.36％  99.60％ 1.24％ 3.56％  21
2010  79 98.41％  99.71％ 1.30％ 3.55％  30
2011  79 98.60％  99.88％ 1.28％ 3.54％  37
2012  79 98.72％ 100.03％ 1.31％ 3.43％  41
2013  79 98.89％ 100.06％ 1.17％ 3.03％  36
2014  79 99.04％ 100.08％ 1.05％ 2.60％  44









　米国では SFAS107 による公正価値情報の開示に伴い、Nelson（1996）、Eccher et al.
（1996）、Barth et al.（1996）等、米国の銀行業について貸出金の公正価値情報と株価の価

































銀行持株会社  60 98.76％ 100.20％ 1.43％ 2.33％  41
地方銀行 276 98.78％ 100.02％ 1.23％ 3.05％ 117
第 2地方銀行 126 98.56％  99.50％ 0.94％ 4.06％  47
その他銀行  12 96.69％  99.64％ 2.94％ 5.39％ 　4











































































































違いを避けるため、翌年度（t + 1 年度）との関係について 5年間分を、その先の将来年度
（t + k 年度、k = 1, 2, 3）との関係については、3年間分を対象とすることとした。また、公
正価値情報が既存情報に対し追加的な情報内容があることを確認するため、説明変数からそ
れぞれLN_BVを外した場合、あるいはLN_FVを外した場合について検証を行った。





ALLOW_CHGi, t + k = a0 + a1LN_BVi, t + a2LN_FVi, t + a3LN_NPAi, t + ε （1）










OPi, t + k = b0 + b1OPi, t + b2LN_BVi, t + b3LN_FVi, t + b4LN_NPAi, t + b5DP_FVi, t 
 + b6SEC_TOTALi, t + b7SEC_DIFFi, t + ε　（2）







SCFi, t + k = c0 + c1SCFi, t + c2LN_BVi, t + c3LN_FVi, t + c4LN_NPAi, t + c5DP_FVi, t 
 + c6SEC_TOTALi, t + ε　（3）
　表 4は今回の検証モデルに使用した変数の定義である。
5.2　サンプルの選択
　サンプル対象は、2015 年 3 月末時点において上場している日本の銀行業とした。分析期
間は、金融商品に関する会計基準の改訂が適用された以降となる2009年度（2010年 3月期）
から 2014 年度（2015 年 3 月期）までの 6年間とし、6年間に渡りデータが継続して取得で






































BVと LN_NPAおよびLN_FVと LN_NPAに高い負の相関（それぞれ -0.701、-0.455）が、
表 5　記述統計量（n = 474）







ALLOW_CHG -0.0008 0.0028 -0.0106 -0.0087 -0.0018 -0.0008 0.0000 0.0088 0.0268
OP 0.0038 0.0021 -0.0113 -0.0023 0.0026 0.0036 0.0048 0.0104 0.0125
SCF 0.0217 0.0274 -0.1535 -0.0410 0.0058 0.0206 0.0356 0.1001 0.1438
LN_BV 0.9867 0.0068 0.9536 0.9613 0.9842 0.9885 0.9911 0.9957 0.9967
LN_FV 0.9989 0.0089 0.9613 0.9673 0.9951 0.9991 1.0037 1.0178 1.0683
LN_NPA 0.0329 0.0125 0.0076 0.0134 0.0245 0.0308 0.0383 0.0790 0.0921
DP_FV 1.0009 0.0020 0.9994 0.9996 1.0001 1.0004 1.0009 1.0136 1.0210
SEC_TOTAL 0.2773 0.0772 0.0534 0.0706 0.2247 0.2782 0.3290 0.4514 0.4839




年度 件数 平均値 中央値
2009 79  0.0003 -0.0003
2010 79 -0.0004 -0.0005
2011 79 -0.0016 -0.0012
2012 79 -0.0009 -0.0006
2013 79 -0.0013 -0.0009
2014 79 -0.0011 -0.0009
合計 474 -0.0008 -0.0008
貸出金の公正価値情報に関する考察
─ 135 ─








た場合には、LN_FV にも有意な関係（t 値：2.82）が見られたが、その場合の LN_FV の
推定係数（0.038）は、LN_BVの推定係数（0.159）に比べ小さかった。
　パネルBは、2009 年度から 2011 年度までの 3年間を対象に、翌年度以降 3年間（t + k
年度, t = 1, 2, 3）の貸倒引当金変化額との関係の検証結果である。結果は 1年後（t + 1）に







表 6　相関係数（n = 395）
ALLOW_CHG OP SCF LN_BV LN_FV LN_NPA DP_FV SEC_TOTAL SEC_DIFF
ALLOW_CHG 1.000
OP -0.129 1.000
SCF 0.081 -0.050 1.000
LN_BV 0.433 0.011 0.033 1.000
LN_FV 0.245 0.046 -0.003 0.573 1.000
LN_NPA -0.316 -0.238 -0.099 -0.701 -0.455 1.000
DP_FV -0.039 0.018 -0.078 -0.281 -0.074 0.203 1.000
SEC_TOTAL -0.069 -0.079 -0.038 -0.111 0.018 -0.017 -0.046 1.000














パネルA（サンプル：2009 年度から 2013 年度までの 5年間）
被説明変数の年度：t + 1
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
LN_BV - 0.158 6.82 0.000 ** 0.159 7.45 0.000 **
LN_FV - 0.003 0.20 0.843 0.038 2.82 0.005 **
LN_NPA + 0.000 0.00 0.998 0.000 -0.02 0.986 -0.048 -4.93 0.000 **
定数項 -0.158 -7.19 0.000 ** -0.157 -7.37 0.000 ** -0.037 -2.70 0.007 **
修正R2 0.228 0.230 0.137
サンプル 395 395 395
**は 1％水準、*は 5％水準、†は 10％水準、でそれぞれ統計的に有意（両側検定）
年度ダミーに係る係数および t値は省略している。
パネルB（サンプル：2009 年度から 2011 年度までの 3年間）
被説明変数の年度：t + 1
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
LN_BV - 0.159 4.53 0.000 ** 0.159 5.17 0.000 **
LN_FV - 0.000 -0.02 0.985 0.052 2.37 0.018 *
LN_NPA + -0.006 -0.34 0.733 -0.006 -0.34 0.733 -0.054 -3.87 0.000 **
定数項 -0.156 -4.95 0.000 ** -0.156 -5.10 0.000 ** -0.050 -2.28 0.023 *
修正R2 0.212 0.216 0.146
サンプル 237 237 237
被説明変数の年度：t + 2
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
LN_BV - 0.159 6.81 0.000 ** 0.168 8.24 0.000 **
LN_FV - 0.013 0.83 0.405 0.066 4.30 0.000 **
LN_NPA + 0.009 0.83 0.409 0.009 0.82 0.414 -0.039 -3.97 0.000 **
定数項 -0.172 -8.18 0.000 ** -0.168 -8.22 0.000 ** -0.066 -4.27 0.000 **
修正R2 0.344 0.345 0.216
サンプル 237 237 237
被説明変数の年度：t + 3
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
LN_BV - 0.097 5.13 0.000 ** 0.111 6.65 0.000 **
LN_FV - 0.019 1.46 0.145 0.051 4.27 0.000 **
LN_NPA + -0.005 -0.49 0.627 -0.005 -0.50 0.616 -0.034 -4.46 0.000 **
定数項 -0.115 -6.77 0.000 ** -0.107 -6.60 0.000 ** -0.005 -4.20 0.000 **
修正R2 0.304 0.301 0.228
サンプル 237 237 237









　表 8は業務純益との関係に関する検証結果である。パネルAは、2009 年度から 2013 年
度までの 5年間を対象に、翌年度の業務純益との関係について検証を行った。結果、LN_
BV および LN_FV の両方を説明変数とした場合には、LN_BV は有意な関係（t 値：
-5.46）が見られたものの、LN_FVに有意な関係は見られなかった。LN_BVを外した場合








　パネルBは、2009 年度から 2011 年度までの 3年間を対象に、翌年度以降 3年間（t + k
年度, t = 1, 2, 3）の業務純益との関係に関する検証結果である。結果は、LN_BVおよび
LN_FVの両方を説明変数とした場合には上記と同じ傾向であったが、LN_BVを外した場
合、2年後（t + 1）および 3年後（t + 3）の OPと LN_FV との間には有意な関係（t 値は


















パネルA（サンプル：2009 年度から 2013 年度までの 5年間）
被説明変数の年度：t + 1
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
OP + 0.550 16.00 0.000 ** 0.549 16.01 0.000 ** 0.579 16.47 0.000 **
LN_BV + -0.089 -5.46 0.000 ** -0.085 -5.67 0.000 **
LN_FV + 0.005 0.59 0.559 -0.014 -1.58 0.115
LN_NPA - -0.035 -4.29 0.000 ** -0.036 -4.37 0.000 ** -0.008 -1.16 0.249
DP_FV - 0.039 1.15 0.253 0.042 1.24 0.214 0.067 1.91 0.056 †
SEC_Total + -0.004 -4.04 0.000 ** -0.004 -4.01 0.000 ** -0.003 -2.47 0.014 *
SEC_DIFF + 0.036 2.75 0.006 ** 0.036 2.76 0.006 ** 0.023 1.72 0.087 †
定数項 0.046 1.20 0.232 0.045 1.17 0.242 -0.051 -1.45 0.149
修正 R2 0.518 0.519 0.482
サンプル 395 395 395
**は 1％水準、*は 5％水準、†は 10％水準、でそれぞれ統計的に有意（両側検定）
年度ダミーに係る係数および t値は省略している。
パネルB（サンプル：2009 年度から 2011 年度までの 3年間）
被説明変数の年度：t + 1
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
OP + 0.447 9.50 0.000 ** 0.446 9.48 0.000 ** 0.469 9.58 0.000 **
LN_BV + -0.106 -4.64 0.000 ** -0.093 -4.72 0.000 **
LN_FV + 0.017 1.14 0.255 -0.019 -1.38 0.169
LN_NPA - -0.044 -3.93 0.000 ** -0.044 -3.93 0.000 ** -0.013 -1.35 0.179
DP_FV - 0.038 0.98 0.329 0.047 1.23 0.220 0.071 1.77 0.078 †
SEC_Total + -0.005 -2.82 0.005 ** -0.004 -2.69 0.008 ** -0.002 -1.41 0.161
SEC_DIFF + 0.060 3.04 0.003 ** 0.059 2.98 0.003 ** 0.041 2.05 0.041 *
定数項 0.053 1.19 0.236 0.048 1.08 0.282 -0.050 -1.23 0.220
修正 R2 0.411 0.410 0.518
サンプル 237 237 237
被説明変数の年度：t + 2
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
OP + 0.414 8.10 0.000 ** 0.414 8.12 0.000 ** 0.435 8.27 0.000 **
LN_BV + -0.102 -4.10 0.000 ** -0.100 -4.68 0.000 **
LN_FV + 0.003 0.18 0.855 -0.031 -2.16 0.031 *
LN_NPA - -0.044 -3.64 0.000 ** -0.044 -3.65 0.000 ** -0.014 -1.40 0.162
DP_FV - 0.028 0.67 0.506 0.030 0.72 0.473 0.060 1.38 0.168
SEC_Total + -0.005 -2.94 0.004 ** -0.005 -2.95 0.003 ** -0.003 -1.71 0.088 †
SEC_DIFF + 0.058 2.70 0.007 ** 0.058 2.70 0.007 ** 0.040 1.85 0.066 †
定数項 0.074 1.51 0.131 0.073 1.51 0.133 -0.026 -0.58 0.560
修正 R2 0.348 0.350 0.302
サンプル 237 237 237
被説明変数の年度：t + 3
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
OP + 0.406 7.86 0.000 ** 0.406 7.87 0.000 ** 0.427 8.03 0.000 **
LN_BV + -0.105 -4.18 0.000 ** -0.101 -4.68 0.000 **
LN_FV + 0.005 0.32 0.746 -0.030 -2.04 0.042 *
LN_NPA - -0.036 -2.92 0.004 ** -0.036 -2.92 0.004 ** -0.005 -0.47 0.641
DP_FV - -0.079 -1.85 0.065 † -0.077 -1.83 0.069 † -0.047 -1.08 0.282
SEC_Total + -0.006 -3.23 0.001 ** -0.006 -3.22 0.001 ** -0.003 -1.98 0.049 *
SEC_DIFF + 0.011 1.90 0.059 † 0.041 1.89 0.060 † 0.023 1.04 0.301
定数項 0.182 3.69 0.000 ** 0.181 3.69 0.000 ** 0.080 1.80 0.073 †
修正R2 0.324 0.326 0.275
サンプル 237 237 237




証を行った。結果、LN_BV および LN_FV の両方を説明変数とした場合、LN_BV あるい





















パネルA（サンプル：2009 年度から 2013 年度までの 5年間）
被説明変数の年度：t + 1
推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値 推定係数 t値 p値
SCF + 0.121 2.35 0.019 * 0.121 2.37 0.018 * 0.123 2.39 0.017 *
LN_BV + -0.295 -0.90 0.366 -0.332 -1.11 0.266
LN_FV + -0.056 -0.29 0.770 -0.124 -0.71 0.479
LN_NPA - -0.310 -1.96 0.051 † -0.305 -1.94 0.053 † -0.224 -1.77 0.078 †
DP_FV - -1.347 -1.93 0.054 † -1.376 -2.00 0.047 * -1.230 -1.80 0.073 †
SEC_Total + -0.023 -1.21 0.226 -0.023 -1.24 0.214 -0.019 -1.04 0.299
定数項 1.738 2.20 0.029 * 1.749 2.21 0.027 * 1.396 2.01 0.045 *
修正R2 0.045 0.047 0.046
サンプル 395 395 395
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